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国道18号の交通渋滞の緩和などを

主なE的と Lて、国では平成3年度

から「上臼坂城パイパスJ(国道18

号上塩尻車交差点から坂城町小網 ・

且橋付近までの間 4.9帥)の事業に

着手Lています。このバイパスの

部である rc仮称〉上回大橋』の起

百こ{塩尻~下之条問にf(仮称)上回大橋J建設

.c仮称)よ回大橋および上田坂城パイパス計画図

¥ 

(起点側)で行われま Lた。

この上回大橋は、よ田坂城バイパ

スが干曲川を置る位置 (上塩尻~下

之条間)に計画された全長 470mの

橋梁です。暫定 2車線で、車道は幅

7m、歩道は幅 3mで、両岸に橋台、

河川内に 7基の橋脚を設置。供用時

定Lています。

工式が2月23目、上塩尻の架橋地点 期については、おおむね4年後を予

上回大橋の着工により、よ田坂城

パイパスの事業が本格化することと

なリます。完成後は国道18号の渋滞

が緩和され、幹線機能力〈強化される

ほか、上信越自動車道 ・北陸新幹線

など高速交通縄への77セス道路と

しての効果も期待されます。

一-一人 口/122，207人【 12)男/59.975人 (+1ω 女 /62.232人 (-2幻世帯/42.359C+ 15) 
外国人登録者聖堂/1.838人 (+25) 嬰/1.042人 (+目 立/7由人(+20) ()は前月比



退職のかた

国保の届け出を
就職・

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
は
ど
な
た
で
も
、
い
ず
れ
か
の
医
療
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
国
民
皆

保
険
)

こ
の
た
め
、
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
他

白
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
に
は
、
本

人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
国
保
が
適
用
さ
れ
ま

す
(
国
保
の
強
制
適
用
)
の
で
、
た
と
え
、
お

上
田
市
が
負
担
す
る
医
療
貨
を
確
保
す
る
た

め
、
国
保
加
入
全
世
帯
に
凶
保
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。突

然
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
国
保

毎
年
、

3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て

は
、
就
職
・
退
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
国
保

(国
民
健
康

保
険
)
も
、
加
入
や
脱
退
を
し
な
け

こ
こ
で
は
、
就

職
者
・
退
職
者
の
国
保
加
入
と
脱
退

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
す
。

税
を
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、
滞
納
す
る
こ
と

は
誹
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
保
の
加
入

・
脱
退
は
、
世
帯
主
(
家
族
で

も
よ
い
)
が
、
日
日
以
内
に
必
ず
聞
け
山
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
国
保
税
は
世
帯
主
に
凱
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
世
俗
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
世
俗
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、

子
ど
も
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、
世
帯
主

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
は
、
国
保
加
入
の
手
続
き
を
し
た
日

か
ら
で
は
な
く
、
戦
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
と
き
な
ど
の
、
国
保
が
適
用
さ
れ
た
月
の
分

か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
き

が
遅
れ
る
と
、
さ
か
白
ぼ
っ
て
(
以
M
3年
)

国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

t 
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ト
む
ノ
被
保
険
者
証
が

4
い
に
受
け
ら
れ
ま
す

7 3. 広帯う;;U!B.

マ
対
象
者

就
学
の
た
め
、
上
田
市
か
ら

他
市
町
村
へ
住
所
を
替
す
人

マ
必
要
な
も
の
匂
①
印
鑑
②
国
保
の
被

保
険
者
柾
③
在
学
証
明
替
、
ま
た
は
宇

生
証
の
写
し
(
新
規
入
学
の
場
合
、
入
学

式
前
ま
で
は
、
入
学
金
ま
た
は
授
業
料
の

領
収
書
で
も
可
。
た
だ
し
、
後
日
在
学
証

明
脅
を
提
出
〕



国
保
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

健
康
保
険
加
入
者
な
ど
が

退
職
し
た
場
合

健
康
保
検
伝
と
の
径
窓
継
続
〔
最

高
2
年
間
ν

退
磯
崎
に
勤
め
先

ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ
い

自
己
負
担
本
人
1
割

家

族

3

倒
ハ
入
院
2
劉
)

-径
憲
継
続
が
路
7
し
た
と
き

《届
円
山
函
》

家
銀
全
員
が
健
康
保
険

な
と
に
加
入
し
た
と
き

家
族
の

一
錦
が
健
康
保

険
な
と
に
加
入
し
た
と

き

富

車

《届
け
出
》

家
佐
原
全
員
が
留
保
か
り

股
温

健
康
保
険
令
と
に
加
入

し
た
人
の
み
固
僚
か
ら

脱
退

老
舗
年
金
受
給
者
な
と

で
m
N
厳
未
着
の
人
(
温

略
者
医
療
制
制
度
V

自
己
負
担
本
人
2
創

家
悠
3
割
(
-
入
院
2
制
V

〈保
険
匝
返
遁
V

(居
機
製
週
者
を
除

い
た
保
険
鉦
交
付
V

血
僚
に
加
入

i
 

(
保
険
医
交
付
)

老
齢
年
金
受
給
者
な
と

以
外
で
河
黛
未
灘
の
人
【

自
己
負
担
本
人
3
倒

家
族
3
割

国
保
加
入
世
暢
で
は
な

く
な
る

懲
り
の
家
族
は
白
保
加

入
の
ま
ま

河
館
以
上
の
人
(
怠
度
障
害
者
な
ど
は
郎
農
以
L
v
c
自

己
負
徳
川
地
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
少
額
に
な
り
ま
す

な
お
、
国
保
税

M
m
mに
な
っ
て
も
際
観
さ
れ
ま
す

，ーー・ーー・・ー ーーーー一 一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一 ーーー....ーーーーー ・・ー・ー・ ・・・・・・ ， 

1勧め先などでは、国保脱退・加入の届け出をしません。本人または 1
家銭が届11出をしてください。

...... ..ー ーー・ーー ーーーーーー ー一一ー-ーー一一一 一一一一一 一一一一一 一一一ー一一ー一ー......一・ー---

ー---こんなときには届け出を 持ち物

他の市町村から転入したとき 印鑑・(国保の保険証)

国加入保
健康保険などをやめたとき 印鑑・社会保険資格喪失医明書

<会社などをやめたとき> (国保の保険医 ・年金証書)

子どもが生まれたとき 印鑑・園傑の保険医

他の市区町村へ転出するとき 印鑑・固保の保晴笹

健康保険などに加入したとき 印鑑社会保険資絡取得liE明書・

く会社などへ勤めたとき> 国保と健康保険などの保険証

死亡したとき 印鑑国保の保険証

退聡者医療制度に該当したとき
印鑑・年金証書

. (国保の保険1iE)

住所 世帯時主・氏名などが
印鑑国俣の保険庇

そ
変わったとき

他の
保険鉦をなくしたとき、

印鑑・使えなくなった保険証 ・

汚れて使えなくなったとき
身分を証明するもの

〔免許証など)

学生などで遭隔地用の 印鑑・国保の保険証・

保険証が必要なとき 在学証明.

(14日以内に届け出ましょう}-国保の届け出

市
民
課
の
手
続
き
は
余
裕
を
持

倒年、 3月中旬から 4月中旬にかけ

ては、就職・転動 ・進学などの異動に

伴って、窓口がたいへん込みあいます。

このため 「届け」の内容によっては

長い時間お持たぜすることとなり、市

民の皆さんにはたいへんご迷惑をおか

けLています。

届けの種掴によっては余裕をもって

できるものもあリますので、まの衰を

歩考にしていただき、ご協力をおねが

いLます。

つ

て
・
:

-
住
所
に
関
す
る
届
け
出

〔
転
出
予
定
の
川
内

-
・
転
入
・
転
居
に
よ
り
家
族
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
治
合
、
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
転
出
転
居
す
る
鳩
舎
は
必
ず
臣
民
鍵
康
保
険
底
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
.

子
学
生
本
と
で
遺
隔
地
用
の
国
民
健
廠
保
険
医
が
必
要
怠
と
き
は
転
出
届
の
際
に
入
学

金
払
込
緒
鋼
板
・
ま
た
陪
在
学
医
明
書
が
必
要
で
す
。

-m転
入
・
転
居
後
の
住
民
票
・
印
鑑
健
明
書
の
交
付
は
翌
日
以
降
四
と
怠
り
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

出()は、現在持っている人のみが肢当します。J1i~官ヨ;'U;fa

これらの届けは、塩国主PJi.1fI西支所・畳腫主

所においてもできますので、 最寄りの支所をご利

用下さい。

(困，3 5 3) 
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情報

春
も
盛
り
だ
く
さ
ん

創
造
館
3
月
の
催
し

上田高画大学

••• 
.
 草
2
土
曜
日
学
習
施
股
の
開
放

♂
韓
日
ニ
う
告
を
作
ろ
う
』

マ
と
き

3
月
9
日
出
午
前
凶
時

1
正

午

マ

書
加
料

無
料

マ
持

ち
物
は
さ
み

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

3
月
9
日
出
午
前
9
時

卯
八
万

i
午
後
3
時
加
分
マ
内
容

カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り

マ
対

車

上

小
地
域
在
住
の
小
学
生
の
親
子
加
名

(先
着
順
)

マ

畳
摘
科

5
0
0

|開校記念シンポジウム|目

『マルチメディア時代の
地域の人材育成』

3月31日佃)

午後1時-4時

メディアランドUEDA

きと

円

マ
由
申
し
込
み

3
月
2
日
出
午

前
9
時
よ
り
世
話
で
創
造
館
(
胴
窃

1
1
1
1
)

へ

-
塾
年
入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

①
3
月
ロ
日
開
②
3
月

引
日
同

(午
前
9
時
1
午
桂
4
時
)

マ
対
車

上
小
地
域
在
住
の
印
歳

以
上
の
か
た
各
回
初
名
(
先
措
順
)

マ
畳
植
問
料

1
0
0
0
内

マ

申

し
込
み

①
は
3
月
5
日

ω②
は
3

月
M
日
耐
の
午
前
9
時
よ
り
電
話
で

・
直
闇
パ
ソ
コ
ン
教
室

{基
礎
編
)

マ
と
き

3
月
日
日
制

・
同
H
日

同
午
後
6
時
加
分
5
9時
マ

対
車

上
小
地
壇
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
凶
歳
以
上
回
か
た
初
名

(
先
着
順
)
マ
畳
情
料

3
0
0

0
円

マ
a申
し
込
み

3
月
3
日
制

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
創
造
館
へ

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
き

3
月
日
日
出
午
前
9
時

i
午
桂
4
時

マ

対
車

上
小
地
域

に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
日

歳
以
上
の
か
た
加
名
門
先
着
順
)

ところ

( 入場無料 ) 

-講演 (午後'時初分-)

特別措師浜野保樹さん
(触送教育開発センター助教授}

.パネルディスカ yション
{午後2時40分-)

パネラ一 石 ノ森章太郎さん
(メディアランドUEDA名誉館長)

里中満智子さん

モンキー・ パ ンチさん

浜野保樹さん

マ
畳
蹄
料

3
0
0
0
円

マ
由申し

込
み

3
月
8
日
幽
午
前
9
時
か
ら

電
話
で
創
造
館
へ

-
星
空
観
望
書

V
と
き

3
月
日
日
出
午
桂
7
時

卯
八
万

1
9時
(
7
時
泊
分
ま
で
に
集

合
)

マ
書
加
料
購
軒

マ
そ
の

他

雨
天

・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学
生
以
下
由
人

は
保
護
者
同
枠
で
来
場
く
だ
さ
い。

・
折
り
紙
教
室

マ
と
き

3
月
初
日
刷

(
午
前

m

時

・
午
後
l
時

)

マ

事
加
料

3

0
0
円

(持
ち
帰
り
用
袋
を
持
寄
〉

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
能

『春
の
星

宜
と
来
車
の
字
宙
開
量
』

マ
と
き

3
月
初
日
附

1
同
お
日

叩
(
午
珪
1
時
初
分

・
3
時
、
た
だ

し
初
日
刷
酬
と
例
日
仰
は
午
前
日
時
か

ら
も
投
影
)

マ
入
婿
軒

一
般

2
5
0
円
、
高
佼
生
以
上
田
学
生

2
0
0
円
、
小
中
学
生

1
0
0
円

・
親
子
映
画
会

マ
と
き

3
月
幻
自
由

・
同
白
日

( 

モデラ

電話 FAXでメディアランド UEDA

へ閉し込みください。先着200名で締

め切ります。

メディアランド UEDA

よ田市マルチメディア情報センター

CIlIL¥!llI 0 00・回⑤1010)
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佃
〔
午
前
凶
時

・
午
桂
2
時
却
分
)

マ
上
映
作
品

「
卜
ム

・
ソ
l
ヤ

の
冒
険
L

マ
入
場
料

無
料

マ

定
員
各
回
日
名

(
先
着
服
)

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(ワ

プ
ロ
編
)

マ
と
き

3
月
お
目
的

・
同
白
日

制
(
午
前
9
時
i
午
後
4
時
)

マ

対
車

上
小
地
域
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
凶
歳
以
上
白
か
た
初

名

(先
世
願
)

マ
畳
鵬
料

6
0

0
0阿

マ
申
し
込
み

3
月
刊
日

側
午
前
9
時
か
ら
む
慌
で
創
造
館
へ

.
遭
祖
神
ま
つ
り
展

マ
と
き

3
月
初
日

ω
1問
犯
日

附
(
午
前
9
時
1
午
後
4
時

)

マ

入
場
料

無
料

-
伝
承
こ
ど
も
遊
び
金

マ
と
き

3
月
剖
日
制
(
午
前
叩

時

・
午
桂
1
時

)

マ

内
容

創
造

館
で
飼
育
し
た
蚕
の
ま
ゆ
を
使
っ
て
、

か
わ
い
い
動
物

・
こ
ま

・
人
形
を
作

り
ま
す
(
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
番
)

マ
書
加
料

無
料
(
小
学
3
年
生

以
下
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
ど
っ
ぞ
)



瀬川康男絵本原画展 かっぱfこちむしとはなと

3月20日嗣- 3月24日(日)午前10時~午櫨 5時

上国間化センター (材木町) 医盟理
・原画展続演会 (鶴師稲垣勇ーさん}

『えほん ことば こころー聞〈 ことが縫うものー』

3月2J日出午後 1持30分-3時

.滑川絵本を観む会 (お子さんといっしょにどうぞ)

3月20日嗣 ・2J日出ー 24自国)午前10持30分-10時叩分

・フロアーレクチャー (原田 絵本作家について解脱)

3月20日嗣......3 jJ24日嗣午後2時-，時25分

とき

ところ

体
験
す
る
ほ
ど
楽
し
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
へ
/

••• 
.
 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
全

マ
と
き

3
月
凶
日
間

・
問
団
自

由
・
同
剖
日
制

(
時
間
は
午
後
2
時
)

.
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
忍
者
修
行
コ
ー

ス
・
通
信
の
巷

(上
固
ま
ん
な
か
ネ
ッ

ト
体
験
全
)

マ
と
き

3
月
9
日
出
午
後
2
時

(
先
着
目
組

・
害
加
盟
5
0
0
円
)

-
メ
イ
キ
ン
グ
オ
ブ
ホ
l
ム
ベ
l
ジ

(国
土
斤
主
憧
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

エ
キ
ス
ポ
に
害
加
中
の
上
田
市
白
木
l

ム
ベ

I
ジ
の
作
り
方
教
え
ま
す
)

マ
と
き

3
月
刊
目
的
午
後
3
時

-
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
患
者
修
行
コ
ー

ス
入
門
の
巷

(マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ

ソ
コ
ン

・
マ
ッ
キ
ン
ト

yyュ
入
門
)

マ
と
き

3
月
勾
目
的
午
桂
l
時

加
分
(先
者
団
組

・
参
加
費
5
0
0

円
)

マ
問
い
合
わ
せ
メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド
U
E
D
A
(岡
窃
1
0
0
0
)

平
成
八
年
度
上
回
市

育
英
会
の

「奨
学
生
」

••• 
マ
責
格

①
平
成
8
年
4
月
か
ら

高
等
学
校
へ
進
学
す
る
人
②
平
成
8

年
4
月
現
在
、
高
等
学
校
に
在
学
し

て
い
る
生
徒
③
キ
成
8
年
4
月
1
日

現
在
、
市
内
に
6
か
月
以
上
居
住
す

る
世
帯
白
人
④
本
会
以
外
の
育
英
会

な
ど
の
給
付
を
畳
け
て
い
な
い
人

マ
申
込
方
法

在
学
し
て
い
る
中
学

校
、
高
等
学
校
白
担
任
白
先
生
に
相

談
し
て
、
教
育
長
貝
会
庶
務
課
(
因

5
l
0
5
)
ヘ

マ
申
込
期
限

3

月
四
日
凶

マ
決
定

育
英
会
白
評

議
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

商
品
量
目
を
調
査
す
る

「計
量
モ
ニ
タ
ー
」
に

/

••• 
市
で
は
、
流
通
商
品
目
量
自
由
実

態
を
把
躍
す
る
た
め
、

計
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

マ
任
期

委
嘱
白
日
か
ら
翌
年
l

月
泊
目
ま
で

マ
応
募
資
格

①
食

品
凶
器
の
阪
売
業
を
営
ん
で
い
な
い
、

ま
た
は
例
わ
っ
て
い
な
い
人
②
昼
間

の
会
議

(5
月
2
回
、
7
月、

1
月
)

に
出
席
で
き
る
人

マ
職
務
内
容

指
定
す
る
期
間
内
に
、
購
入
し
た
商

品
の
目
方
を
計
っ
て
報
告
し
て
い
た

上
信
越
自
動
車
道

太
郎
山
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
を

上
信
越
自
動
車
道
小
諸
l
更
埴
聞

の
ト
〆
ネ
ル
工
事
で
最
甚
と
な
り
ま

し
た
太
郎
山
ト
ン
ネ
ル
が
い
よ
い
よ

貫
通
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
瞬
間

と
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
一
般
の
み
な
さ

ん
に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
貫

通
を
祝
っ
て
、
上
岡
市
民
と
車
城
町

民
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
綱
引
き
大
会

や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ク
イ
ズ
を
什
う
ほ
か
、

ス
ノ
l
レ
ッ
ツ
や
パ
ラ
ピ
y
ト
も
害

加
し
ま
す
。
事
加
ご
希
望
の
か
た
は
、

当
日
一
般
畳
付
に
て
お
附
込
み
く
だ

5
、
。

l
-
d
b
 

マ
と
き

3
月

m日
(木

)

マ

と
こ
ろ

太
郎
山
ト
ン
ネ
ル
坑
内

マ
一
般
公
開

午
前
日
時
四
分
1
午

一
帥
眠
ふ
品
開
聞

後
l
時
加
分

(畳
付
時
聞
は
午
前
9

時
初
升

1
凶
時
加
分

・
駐
車
は
午
前

9
時
よ
り
可
能
〉
マ
服

革

運

動

ぐ
つ
な
と
軽
快
な
服
装

マ
そ
の
他

綱
引
き
大
金
受
付
人
数
は
大
人
叩

名
、
子
ど
も
(
小
中
学
生
〉

1
0
0

名

(先
着
順
)
マ
問
い
合
わ
せ

通
対
策
課
(
内
1
6
6
3〉

だ
き
ま
す
。

マ

墓
重
人
員
臼
名

マ
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、

氏
名

(ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
軍
政

構
成
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

「
〒

3
8
6
上
聞
市
大
手
1
1
U
l
M
上

田
市
役
所
商
工
課
」
へ
3
月
却
日
幽

ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い

。

マ
問

い
合
わ
せ

商
工
課

8
1
4
0
3)

上
級
防
火
管
理
者
講

習
会
を
開
催
し
ま
す

---
V
と
き

3
月
日
日
幽
午
後
l
時

叩
骨
1
4
時
泊
分

マ
と
こ
ろ

中

央
公
民
館

(材
木
町
)

マ

書
加
賀

格

防
火
管
理
者
の
資
格
の
あ
る
人

マ
呈
情
料

無
料

マ
申
し
込
み

3
月
日
日
開
ま
で
に
消
防
本
部
予

防
諜

(圃
@
o
l
l
9
)
へ
。
先
着

1
3
0
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

，.，> 

{5 J 

5柱建

交

7 3 広帯ヨjUi!8



{愛情賓の醤舎により変更する窃合があります)

国民金融公庫で国の教育ロ
高校、大学、専修学位、各種学校への進学、

必要な費用が低利で借りられます。

b融貰間度額 150万円 b利率 年3.25%(平成8年1月1日

現在) t>返済期間 8年以内仁〉返済方法 元利均等払い(

ボーナス併用払いも可) t>問い合わせ 国民金融公庫畳野

支庖(長野市三鎗田町四026-233-2141)

ーンを
または在学に

鰻先課
@4100 

E臣室。760

無料

.材木町'-2-3

∞ 間

上田市民会館

子とも....桝会
r!王宮・術作と古典J

民 り

よ図市文芸祭

上田市文化会館

祭

催し

m 

H 
国む

" 国

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

「入
選
作
品
」
が
決
定
に

••• 
上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
上
田
市
選
挙
管
理
委
貝
会
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
政
治
や
選
挙
に

関
心
を
持
ち
、
常
に
明
る
く
公
正
な

選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
と
の
目
的

で

「
明
る
い
週
事
啓
発
標
語
」
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い

ν7 シャ ンソ ンのタベ 前売り
おんなしょ

倒防 一石板輔佃ー
19:00 

1∞B円 @う7ぐみ
224 

17 
パイオリン尭裏金 13:00 無料

026-263 
1岡 -0302 

" 上田高校吹事業団

"∞ 無料
03-3550 

"， OBバンドi貰饗会 ー1604

サJ テラスホール
1IID@3700 

YIO ド部町文化協会舞踊部会 a

9:30 無料
之漏

側 揖踊喪裏金 @2292 

1 時
東部町

東部町の工芸家具 10 ∞ 無料
文化会館

" 
百 伊勢正三

例制 弾き踊り ライブ目6 18:30 3800円 H 

調
プロデューサ一陣座 13:30 無料 " 剛

東部町文化会館

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う一
ご
ざ
い
ま
し

た
。
入
選
作
品
は
、
次
白
と
お
り
で

す
。
(
敬
杭
略
)

.
慣
秀
賞

マ
我
が
街
の
未
来
を
担
う
こ
の
一
票

(
新
聞
・
桜
弁
辛
子
)

マ
一
梨
白
お
も
み
を
知
っ
て
政
治
へ

害

加

企

一

中

・
中
沢
車
蛤
さ

マ
一
人
ひ
と
り
の
一
票
で
築
い
て
い

こ
う
明
る
い
未
来

(四

T
伊
藤
怒
さ

-
佳
作

マ
期
待
す
る
政
治
に
寄
せ
る
正
し
い

一

誤

(

五

加

・
丸
山
哲
郎
)

マ
一
票
で
あ
な
た
由
街
が
変
わ
り
ま

す

(

二
中

・
山
崎
る
み
子
〕

マ
明
る
い
選
挙
め
ざ
そ
う
心
の
こ
も
っ

た

一
票

を

(

二

中

・
池
田
佳
聴
)

マ
一
人
ひ
と
り
の
そ
由
一
票
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
も
と

務理事兼人映画監督鼠演会

オ句ルスタ 。ンャズ ・

カルテッ トの夕べ

丸子町文化会館
(
二
中

・

小
林
理
恵
)

マ
大
切
な
あ
な
た
の
一
票
未
来
を
築

く

(

四

中

・
吉
原
知
子
)

マ
問
い
合
わ
せ

上
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
(困

1
6
7
2
)

科
学
の
研
究
・
発
明
に

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

••• 
財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
で

は
、
県
内
で
自
然
科
学
の
研
究

・
発

明
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人

・
団
体

(
大
字

・
研
究
所

・
試
験
場
等
の
研

究
者
を
除
く
)
白
研
究
貨
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
諜
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期
間

4
月
l
日
側
1

4

月

羽

田

働

マ
問
い
合
わ
せ

商
工

諜

(
困

1
4
0
4
)

{6 J 7 3 

マ
ペ
ビ
ペ
ッ
ド
マ
室
内
周
遊

具
マ
衣
頼
(
男
児
4

・5
議
雨
〉

マ
ペ
ピ
l
キ
+
リ
l

マ
ペ
ピ
l

ふ
と
ん
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
A
型
マ

子
ど
も
町
三
輪
市
マ
全
自
動
説
羽
織

機
マ
冷
蔵
庫
マ
ス
キ
l
ウ
A

ア

ハ
1
0
0
叩

・

i
6
0
咽

・

1
7
0

g

マ
ス
キ
セ
γ
ト
(
板

1

0
0
伺

1
3
o
m
-
-
6
0
四
〕

マ
ス
キ
l
靴
(
田
i
m日
間
)
マ

ス
ケ
ト
靴
(
田
明
)
マ
車
禄
台

マ
ぶ
ら
下
が
り
健
郎
械
器
マ
運
動

者
(
第

一
巾
学
絞

m・
耳
物
冬
物
)

V
下
ど
も
用
自
転
車
(
凶
1
M
m
イ

ン
チ
)
マ
ス
チ
ー
ル
型
物
置
マ

キ
ー
ボ
ー
ド

広眉うjtr.!8.

不
用
品
の
畳
語
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
続
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
聞
は
6

か
月
間
で
す
。

マ
ペ
ピ
l
ラ
ッ
ク
マ
お
ま
る

マ
ラ
ジ
カ
セ
マ
ス
ピ
ー
カ
ー
付
き

ス
テ
レ
オ
マ
ダ
ブ
ル
ペ

y
ド

マ

ス
キ
ウ
Z

ア
〈
小
学
5

・6
年
生

女
子
用
)
マ
ス
キ
l
叡
〈

1
8
0

g

マ
ス
キ
l
靴
〔
出
・

5
g

マ
ス
キ
キ
ャ
リ
ア
マ
室
内
問

ポ
タ
プ
ル
ト
イ
レ
マ
荷
物
周
一

鎗
市
マ
挫
取
マ
ス
チ
ー
ル
机

マ
学
習
机
マ
長
い
す
マ
下
ど
も

用
自
転
車
(
却
イ
ン
チ
)
マ
石
油

フ
7

ン
ヒ
ー
タ
ー
〔

M
t
m畳
間
)

V
電
気
オ
ル
ガ
ン



• ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

助
成
制
度
の
利
用
を
/

••• 
・
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
電
気
料
の

補
助

(平
成
7
年
度
分
)

大
気
回
取
り
敏
い
が
困
難
と
な
り

や
す
い
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
、
電

気
料
白
基
本
料
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
車

(立
の
要
件
す
べ
て
肢
当

す
る
か
た
)

①
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
生
計
中
心
者
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
が
視
覚
に
つ
い
て
身
体
障
害
者
手

帳
白
l
級
ま
た
は

2
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
②
契
約
電
気
容
量
が
叫
ア

ン
ペ
ア
以
下

・
人
工
透
析
の
通
院
費
補
助
(平
成

7
年
度
後
期
分
)

人
工
透
析
の
た
め
白
通
院
費
用
由

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
車

(誕
の
要
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
か
た
)

①

市
内
に
お
住
ま

い
で
、
腎
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身

体
障
害
者
手
帳
由
1
級
の
認
定
を
畳

け
て
い
る
。
②
片
道
2
師
以
上
の
距

離
を
通
院
し
て
い
る
。

V
補
助
申
情

電
気
料
、
通
院
費

補
助
と
も
申
請
さ
れ
る
か
た
に
は
、

必
要
害
類
を
お
臨
し
し
ま
す
白
で
、

3
月
四
日
凶
ま
で
に
福
祉
課
へ
申
L

副

総

信

子

岩

下

制

市

村

と

く

手

塚

肝

古

盤

春

江

上

常

田

白

坂

悶

芳

雄

柳

沢

田

中

村

複

失

院

内

剖

谷

川

繁

雄

倉

升

目

小

口

脇

官

上

極

尻

町

鉛

崎

一

峰

雄

諏
訪

部

回

大

手

し

げ

お

新

岡

田

馬

場

い

そ

上

極

尻

引

池

村

消

重

保

野

回

前

日

和

子

餓

版

印

杉
村
信
恵
上
川
原
柳
町
田
清
水
溺

一
郎

秋

和

制

古

畑

千

事

チ

神

畑

mw

ホ

沢

花

代

仁

古

困

問

問

中

山

吾

間

旧

西

調

印

芳

郎

中

村

mm

志

服

せ

っ

子

上

川

以

柳

町

田

久

松

操

小

泉

帥

E
M附
静

香

千

幽

町

叩

w
温鷹

山

賀

五

加

切

干
州

場

枠

司

千

蜘

町

田

竹

下

途

受

五

加

釘

刊

平

体

文

子

山

口

出

西

沢

カ

上
宅

誼

刊

高

砂

延

子

桜

台

打

倒

足

立

と

よ

み

上

溢

尻

肝

今

井

み

つ

お

仁

古

国

訓

渋

沢

光

範

下

紺

屋

町

白

日

小

方

五

郎

踏

入

田

消

氷

説

奈

良

尾

田

小

体

茂

諏

訪

形

師

田

上

原

亀

代

下

吉

岡

田

竹

内

常

三

五

加

曲

置

中

小

珪

笹

井

帥

明

大

路

正

十

班

前

山

刊

竹

内

栄

勝

野

倉

白

山

崎

歓

生

下

田

山

河

田

海

図

カ

ネ

下

郷

田

矢

野

保

子

踏

入

価

岩

間

マ

サ

緑

が

正

酋

創

刊

一一戸
島
安
次
郎
仁
古
岡
田

山
闘
世

帯

持

入

日

背

木

竹

雄

勝

入

制

凹
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よりよい紙面づく りにご協力を 1

広報モニター
やってみませんか

c>応募方法 20歳以上の市内

在住者 (公務員を酷() c>募

集人員 一般公事叩人程度 b
任期垂嘱の日から翌年3月31
固まで c>聴蹄内容 <lモニター

会議への出席(年3回程度)②

モヱタ アンケ 卜への回蓄な

ど b謝礼記念品を贈呈 b
応募方t去 はがきに「住所、氏

名(ふりがな)、年齢、職業、

電話番号、『広報うえだへひと

ことJJを位入して、 3月29日
(金)までに、市控所臨書謀広

報担当(〒 386上田市大手 1-
11-16)ヘ b問い合わせ掛

審理位協41叩困1112)

陸司同盟島町一四国ー団

ごみフォーラム'96
ごみ問題を考える摘演会を開催します。お気軽にご参加ください。

『ごみゼロ社会をめざして』
(盟理大学社会工学系教撞 ・安図え干孟さん)

上回創造館Vとき 3月9日比)午後 1持 Vところ

V問い合わせ生活環境課 (困'386)

7 3. di#lヨ;iUt!8[7 J 



小児まひ予防のポリオ生ワクチンの投与を行います。

b対量者 平成7年 7月 1日から12月31日までに生ま

れたお子さんと、 7歳半未満で今までに 1IEIも畳けて

いない、または l回だけ畳けたお子さん。1>投与方

法 6週間以上申1出隔をおいて 2回航みます 1>聖付

時間午桂 l時30分から 2時20分まで 1>持ち物 母

子健康手帳 b連軍司匹項 会場で体温を計り、予診票

に記入していただきます。治療中の病気や経過をみて

いることがある場合には、主治医に前もって相談し意

見轡または診断書をもらってください (当日の接種医

が書考にして決めます白で接種できない場合もありま

す)。予診棋は赤ちゃん手帳の中にとじ込んでありま

すので記入してお持ちください (会場にもあります)

・予防接種白&A

自1ポリオだけ.なぜ飲むワクチンなのですかす

A，ポリオ申ウイルスは脇田中に侵入して体の奥へ入

り込もうとするので、位むことで直接腸の粘膜に届け

て抗体を悶めるためです。下1>1をしていると畳けられ

ないのは、歓んだワクチンがそのまま流れ出さないよ

うにするためでもあります。

G2ワクチンを飲んだ植.吐いてしまったら 7

A2飲んだ桂30分くらいたっていれば、大丈夫です。

それまでは飲み物を与えないようにしましょう。

G3ポリオで副E応がでますか?

A3 100万人に l人くらいに、ごくまれなことですが、

歓んでから 4-35日桂に提熱 ・かぜ白症状がでた後に

上下肢などに 「まひ」がみられることがあります。

.ポリオ(小児まひ)予防接種[前期]
11rι 

、、
-水科長護ちゃん

旬、大久保)

聖書ちゃん

"・"量品ちゃん
(2・..か月}

f災奮復興で締戸に派
辺宣されているお父さんの
帰りを楽しみに待ってい
る、元気な三崎録ですJ
と..の質江さん.

保健 診 tt
健康推進諜

実施国自実施困日全編名 1目2 日 同象地区

(J 2階A'中E温・研図支修所室) v火8 5〈/火2)8 塩悶

ト一望'"回公開
(:J.:l 神川

北東町神部都科aR(〈よ，染台川町血)原よ朔鍛町省下町〉川原柳上自(3市階文大化会セ副院ン宣タ)ー

4〈/水，)。5〈/友幻29 

，1111酉社会福祉センター 川川泉西辺〈〈築吉地・買繍医療地)
園 田・回)

域間公民盤 ..下

4〈/木1)1 5(/木凋) 盆量芥神山科住西〈〈伊吉野Z奮吉Eが努物山丘・富野弁木台闘炉士竹見神原λ 台・抱新
よ腎が丘公民陣 ...，_......笹。川"科) 

廠 よ大B a〉'吉b 困・之 ・吉田 ・町
回・下回ー接 ・ひかり

酉都公民館 酉書事

川辺町会館
‘〈/金ロ} 5〈/金3〉2 

塩川泉辺民阻 〈〈築半地過〉・東築地を様o

保健センター 南18野ヒ宮書山都事・下〈豪中語房央悶山・山・愛口宕・上町錨・柳.町留〉すーよ

‘〈/木，〉a 6/火4 
(:k) 

情S'矢島E科大〈〈者久綜"門保之..燭俊金・一刷沢考郷〉〕金岩井宥-ホ" 上野が丘公民館
殿沢 ・調書下戸

(小児まひ)予防機種 [前期]目程表.ポリオ

bとき 3月11日仰午桂 l時-4時30分 bところ

高齢者福祉セノタ (常態域3丁目) 1>相談担当

者 国立小路療聾所 ・堀内静子さん b相厳科 無料

1>，し込み 他人相談で予約制です。相談希望のか

たは 3月8日幽までに申し込みください。1>問い合

わせ 高齢者福祉センター(匝ゆ4119)

.お年寄りのrl却す」相談会

.老人医療一部負担金が4月から変更

老人医療に関する一郎負担金(物価スライド制)が

平成 8;1'4月から平成9年 3月まで変更になります。

外車 1か月，020円、入院 1日7，0円

1>問い合わせ 国保年金調， (i"!1361) 

[8l 7 3 広膚ヨjU，，8.

.在宅の無料歯科健診・相談

在宅自寝たきり白かたを:<1量に、無料の歯科健診 ・

相談を実施しています。歯科医師と歯科衛生士、保健

蝿が訪問し、入れ歯白手入れ方法や歯みがき指導をす

るほか、相談にも応じますロ

自分の歯や自分申口に合勺た入れ歯で古事をするこ

とは、病気の回復や体力、健康保持にとても大切なこ

とです。お気軽に申し込みください。

b問い合わせ.，し込み 健康推進課 〔困1626)
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